


大分県の九重地域には、広大な草地と山々が織り成す雄大な自然と、
その素晴らしい眺望に魅せられ、毎年、六百万人以上の観光客や登山
客が訪れる。このように多くの人々を惹きつける九重地域の景観とは、ど
のようなものなのだろうか。

そこで本研究は、研究対象道路として、やまなみハイウェイを取り上げ、
道路から見たシークエンス景観特性を明らかにすることを目的とする。この
時、やまなみハイウェイが九重連山を眺望する絶好の道路であることから、

九重連山の見え方に着目し分析を行う。



□可視領域の抽出□可視領域の抽出□可視領域の抽出□可視領域の抽出

□重要可視地域の抽出□重要可視地域の抽出□重要可視地域の抽出□重要可視地域の抽出

可視不可視分析可視不可視分析可視不可視分析可視不可視分析

□占有割合の抽出□占有割合の抽出□占有割合の抽出□占有割合の抽出

□景観タイプの抽出□景観タイプの抽出□景観タイプの抽出□景観タイプの抽出

景観分類景観分類景観分類景観分類

□□□□距離景と景観タイプ距離景と景観タイプ距離景と景観タイプ距離景と景観タイプ

□□□□シークエンス景観の分節点シークエンス景観の分節点シークエンス景観の分節点シークエンス景観の分節点

やまなみハイウェイのシークエンス景観特性やまなみハイウェイのシークエンス景観特性やまなみハイウェイのシークエンス景観特性やまなみハイウェイのシークエンス景観特性

対象地域のデータ収集・編集対象地域のデータ収集・編集対象地域のデータ収集・編集対象地域のデータ収集・編集

□視点場の選定□視点場の選定□視点場の選定□視点場の選定

□車窓景観画像の抽出□車窓景観画像の抽出□車窓景観画像の抽出□車窓景観画像の抽出

景観画像の抽出景観画像の抽出景観画像の抽出景観画像の抽出
分析分析分析分析

結論結論結論結論



分析対象地域分析対象地域分析対象地域分析対象地域 ：：：： 九重地域九重地域九重地域九重地域
（東西約（東西約（東西約（東西約20km××××南北約南北約南北約南北約30km））））

可視対象となる山岳可視対象となる山岳可視対象となる山岳可視対象となる山岳 ：：：： 九重連山（九重連山（九重連山（九重連山（17山）山）山）山）

（（（（涌蓋山、泉水山、黒岩山、猟師山、沓掛山、扇ガ涌蓋山、泉水山、黒岩山、猟師山、沓掛山、扇ガ涌蓋山、泉水山、黒岩山、猟師山、沓掛山、扇ガ涌蓋山、泉水山、黒岩山、猟師山、沓掛山、扇ガ
鼻、星生山、硫黄山、指山、三俣山、久住山、中鼻、星生山、硫黄山、指山、三俣山、久住山、中鼻、星生山、硫黄山、指山、三俣山、久住山、中鼻、星生山、硫黄山、指山、三俣山、久住山、中
岳、稲星山、大船山、平治岳、黒岳、前岳岳、稲星山、大船山、平治岳、黒岳、前岳岳、稲星山、大船山、平治岳、黒岳、前岳岳、稲星山、大船山、平治岳、黒岳、前岳))))

計算領域計算領域計算領域計算領域 ：：：： 山頂メッシュを中心に半径山頂メッシュを中心に半径山頂メッシュを中心に半径山頂メッシュを中心に半径10101010kmkmkmkm四方四方四方四方

国土地理院から市販されている「数値地図国土地理院から市販されている「数値地図国土地理院から市販されている「数値地図国土地理院から市販されている「数値地図50505050ｍ（標高）」ｍ（標高）」ｍ（標高）」ｍ（標高）」
を標高データとして用い、を標高データとして用い、を標高データとして用い、を標高データとして用い、Visual C++Visual C++Visual C++Visual C++によるプログラムからによるプログラムからによるプログラムからによるプログラムから
九重連山の可視不可視判定を行い、その可視領域を九重連山の可視不可視判定を行い、その可視領域を九重連山の可視不可視判定を行い、その可視領域を九重連山の可視不可視判定を行い、その可視領域を
求める。求める。求める。求める。

分析対象地域と九重連山分析対象地域と九重連山分析対象地域と九重連山分析対象地域と九重連山

涌蓋山涌蓋山涌蓋山涌蓋山

猟師山猟師山猟師山猟師山

泉水山泉水山泉水山泉水山

黒岩山黒岩山黒岩山黒岩山

前岳前岳前岳前岳

沓掛山沓掛山沓掛山沓掛山

平治岳平治岳平治岳平治岳指山指山指山指山

大船山大船山大船山大船山

黒岳黒岳黒岳黒岳

三俣山三俣山三俣山三俣山

硫黄山硫黄山硫黄山硫黄山

扇ガ鼻扇ガ鼻扇ガ鼻扇ガ鼻

星生山星生山星生山星生山

稲星山稲星山稲星山稲星山

久住山久住山久住山久住山

中岳中岳中岳中岳

やまなみハイウェイやまなみハイウェイやまなみハイウェイやまなみハイウェイ

飯田高原飯田高原飯田高原飯田高原

長者原長者原長者原長者原

至水分峠至水分峠至水分峠至水分峠

N

牧ノ戸峠牧ノ戸峠牧ノ戸峠牧ノ戸峠

至瀬ノ本至瀬ノ本至瀬ノ本至瀬ノ本



涌蓋山涌蓋山涌蓋山涌蓋山 沓掛山沓掛山沓掛山沓掛山

星生山星生山星生山星生山

扇ガ鼻扇ガ鼻扇ガ鼻扇ガ鼻泉水山泉水山泉水山泉水山

平治岳平治岳平治岳平治岳指山指山指山指山 三俣山三俣山三俣山三俣山

■九重連山の可視領域■九重連山の可視領域■九重連山の可視領域■九重連山の可視領域

やまなみハイウェイからよく見える山岳やまなみハイウェイからよく見える山岳やまなみハイウェイからよく見える山岳やまなみハイウェイからよく見える山岳

多多多多

少少少少

可視山頂可視山頂可視山頂可視山頂
メッシュメッシュメッシュメッシュ



稲星山稲星山稲星山稲星山

中岳中岳中岳中岳

大船山大船山大船山大船山

やまなみハイウェイから全く見えない山岳やまなみハイウェイから全く見えない山岳やまなみハイウェイから全く見えない山岳やまなみハイウェイから全く見えない山岳

久住山久住山久住山久住山 黒岳黒岳黒岳黒岳

黒岩山黒岩山黒岩山黒岩山

前岳前岳前岳前岳

硫黄山硫黄山硫黄山硫黄山猟師山猟師山猟師山猟師山

やまなみハイウェイから少しだけ見てとれる山岳やまなみハイウェイから少しだけ見てとれる山岳やまなみハイウェイから少しだけ見てとれる山岳やまなみハイウェイから少しだけ見てとれる山岳

■九重連山の可視領域■九重連山の可視領域■九重連山の可視領域■九重連山の可視領域



普通自動車普通自動車普通自動車普通自動車運転手の視点を想定し、カシミール３Ｄを用いて、運転手の視点を想定し、カシミール３Ｄを用いて、運転手の視点を想定し、カシミール３Ｄを用いて、運転手の視点を想定し、カシミール３Ｄを用いて、CGCGCGCGによる車窓景観による車窓景観による車窓景観による車窓景観
画像を景観画像として抽出する。画像を景観画像として抽出する。画像を景観画像として抽出する。画像を景観画像として抽出する。

分析区間分析区間分析区間分析区間 ：：：： ややややまなみハイウェイ上で、九重連山を眺望でき、九重連山を視線方向まなみハイウェイ上で、九重連山を眺望でき、九重連山を視線方向まなみハイウェイ上で、九重連山を眺望でき、九重連山を視線方向まなみハイウェイ上で、九重連山を眺望でき、九重連山を視線方向
に捉えることのできる大分県側から熊本県側に南下していくルートに捉えることのできる大分県側から熊本県側に南下していくルートに捉えることのできる大分県側から熊本県側に南下していくルートに捉えることのできる大分県側から熊本県側に南下していくルート
視点場の選定条件視点場の選定条件視点場の選定条件視点場の選定条件 ：：：：ややややまなみハイウェイ上のまなみハイウェイ上のまなみハイウェイ上のまなみハイウェイ上の51515151地点を視点場として選定。地点を視点場として選定。地点を視点場として選定。地点を視点場として選定。
****道路の屈曲点を視点場とし、視点場間の距離が道路の屈曲点を視点場とし、視点場間の距離が道路の屈曲点を視点場とし、視点場間の距離が道路の屈曲点を視点場とし、視点場間の距離が500500500500ｍ以上の場合には、景観のｍ以上の場合には、景観のｍ以上の場合には、景観のｍ以上の場合には、景観の
変化が考えられるため、その間に新しい視点場を設けた。変化が考えられるため、その間に新しい視点場を設けた。変化が考えられるため、その間に新しい視点場を設けた。変化が考えられるため、その間に新しい視点場を設けた。

視点場分布視点場分布視点場分布視点場分布

九重連山の可視領域九重連山の可視領域九重連山の可視領域九重連山の可視領域



■景観画像の抽出■景観画像の抽出■景観画像の抽出■景観画像の抽出

５１の視点場において、下記の条件で景観画像を５１の視点場において、下記の条件で景観画像を５１の視点場において、下記の条件で景観画像を５１の視点場において、下記の条件で景観画像を
抽出した。抽出した。抽出した。抽出した。

景観画像の分布景観画像の分布景観画像の分布景観画像の分布

視点高さ視点高さ視点高さ視点高さ ：：：： 110110110110cmcmcmcm（（（（普通自動車の運転手の視点）普通自動車の運転手の視点）普通自動車の運転手の視点）普通自動車の運転手の視点）
仰仰仰仰 角角角角 ：：：： ５°５°５°５°
カメラレンズカメラレンズカメラレンズカメラレンズ ：：：： ２８２８２８２８mmmmmmmm（（（（人間の視野角人間の視野角人間の視野角人間の視野角60606060°に近い）°に近い）°に近い）°に近い）
画像サイズ画像サイズ画像サイズ画像サイズ ：：：： 縦縦縦縦172172172172×横×横×横×横588588588588ピクセルピクセルピクセルピクセル

（トヨタ社カローラのフロントガラスサイズ）（トヨタ社カローラのフロントガラスサイズ）（トヨタ社カローラのフロントガラスサイズ）（トヨタ社カローラのフロントガラスサイズ）

景観画像の抽出設定景観画像の抽出設定景観画像の抽出設定景観画像の抽出設定
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九重地域のシークエンス景観の特徴を明らかにするため、景観画像を九重地域のシークエンス景観の特徴を明らかにするため、景観画像を九重地域のシークエンス景観の特徴を明らかにするため、景観画像を九重地域のシークエンス景観の特徴を明らかにするため、景観画像を
「空」「山」「草原」の３要素に塗り分け、それぞれの要素ごとにピクセル数「空」「山」「草原」の３要素に塗り分け、それぞれの要素ごとにピクセル数「空」「山」「草原」の３要素に塗り分け、それぞれの要素ごとにピクセル数「空」「山」「草原」の３要素に塗り分け、それぞれの要素ごとにピクセル数
をカウントし、全画像に占める占有割合を求める。をカウントし、全画像に占める占有割合を求める。をカウントし、全画像に占める占有割合を求める。をカウントし、全画像に占める占有割合を求める。

この景観構成要素に塗り分けた画像を以後、占有画像と定義する。この景観構成要素に塗り分けた画像を以後、占有画像と定義する。この景観構成要素に塗り分けた画像を以後、占有画像と定義する。この景観構成要素に塗り分けた画像を以後、占有画像と定義する。

「「「「空」と「山」の境界空」と「山」の境界空」と「山」の境界空」と「山」の境界
＝スカイライン＝スカイライン＝スカイライン＝スカイライン

「「「「山」と「草原」の境界山」と「草原」の境界山」と「草原」の境界山」と「草原」の境界
＝標高９５０ｍ＝標高９５０ｍ＝標高９５０ｍ＝標高９５０ｍ

空空空空

山山山山

草原草原草原草原

X1X1X1X1 X2X2X2X2 X3X3X3X3 X4X4X4X4

Y1Y1Y1Y1

Y2Y2Y2Y2

Y3Y3Y3Y3

Y4Y4Y4Y4

▼占有▼占有▼占有▼占有 画像画像画像画像

占有割合グラフ占有割合グラフ占有割合グラフ占有割合グラフ

▼景観▼景観▼景観▼景観 画像（視点場画像（視点場画像（視点場画像（視点場26））））



Type 細分類 代表視点場 視点場 タイプの特徴

1 － 34,35,36,37,38,40
草原がなく、 山岳の占有割合が
非常に高いタイプ。

A 33,43,45

B 42,44,47

A 48,40,50

B 41,46,51

4 － 39
山岳が右上がりにあり、左下部に
少し草原が見て取れるタイプ。

5 － 27
草原が約30％、山岳が全面にわ
たって約50％を占有するタイプ。
Type8とアングルは似ている。

6 － 30,32
草原が約50％を占有し、山岳と山
岳の間に谷があるタイプ。

7 － 10,13,14
右上がりに草原があり、左側に少
し山岳が見てとれるタイプ。

8 － 20,21,26,28,29,31
草原が約50％、山岳が全面にわ
たって約30～40％を占有するタイ
プ。

A 1,2,3,4
左上がりに草原があり、左側に山
岳が見て取れるタイプ。

B 5,9,11
草原が約40％を占有し、山岳の
占有割合が非常に小さいタイプ。

C 7,8,12,15,16,17,18,25
草原が約30～40％、山岳が全面
にわたって約20％を占有するタイ
プ。Type8とアングルは似ている。

D 6,23,19,22,24
草原が約40％を占有し、areaX3で
山岳の占有割合が減少する、もし
くは消失するタイプ。

9

草原がなく、右上部を空が占有す
るタイプ。BよりもAの方が、山岳
の占有割合が高い。

草原がなく、山岳が全面にわたっ
て約40～60％を占有するタイプ。
AよりもBの方が、山岳の占有割
合が高い。

2

3

Type1Type1Type1Type1

道路両側に樹木が生い茂ってい
る場所が多く、樹木と樹木の間
にわずかに山岳のスカイラインが
覗くといった様子であることが多い。

NO.34
Type2Type2Type2Type2

道路の両側に樹木が生い茂って
いる場所が多く、視界を遮って山
岳のスカイラインを隠すことが多い。
牧ノ戸峠に近い視点場では、視
界が開け、山岳のスカイラインが
よく見えるようになってくる。

NO.33

Type3Type3Type3Type3

標高が高い地点にあるので、山
岳のスカイラインがよく見え、空の
占有割合も大きいことから、開放
性がある景観となっている。

NO.51

Type4Type4Type4Type4

遮蔽物がないため、占有画像に
近い景観となっている。視点場
39は、それまで樹木が茂り、山岳
をあまり見てとれなかった、Type１
が続くエリアを抜け、突然視界が
開ける地点にある。非常に印象
に残る視点場。

NO.39
TypeTypeTypeType5555

道路両側は草原（長者原）が広
がり、非常に見通しのよい視点
場である。道路の進行方向に九
重連山が眺望でき、観光用パン
フレットやガイドブックでよく使用さ
れる。

NO.27
TypeTypeTypeType6666

道路両側の樹木が視界を遮り、
山岳のスカイラインは右側のみが
見える。山岳の中にいるという感
じをうける。

NO.30
TypeTypeTypeType7777

視界右側は樹木に遮られ、山
岳のスカイラインはわずかに見え
るばかりである。

NO.13
TypeTypeTypeType8888

草原の広がる非常に見通しのよ
い、開放感のある景観。九重連
山の正面を眺望でき、ビューポイ
ントとして最適の視点場も多い。

NO.20

TypeTypeTypeType9999----AAAA

左手が樹木で視界が遮られ、右
手には草原が広がる。九重連山
から最も遠い景観タイプとなるの
で、遠距離景となり、九重連山
は景観の背景のような役割となっ
ている。

NO.3

TypeTypeTypeType9999----BBBB

山頂がわずかに顔を覗かせる程
度で、九重連山を眺望している
とは言い難い。山岳の印象は非
常に薄い。

NO.5

TypeTypeTypeType9999----CCCC

両側に草原（飯田高原）の広がっ
た見通しの良い景観となっている。
九重連山からの距離は遠いが、
周辺の環境も含めたビューポイン
トとしては最適の視点場。沿道
に様々な観光施設が点在する。

NO.7

TypeTypeTypeType9999----DDDD

このタイプに分類される視点場は、
ビューポイントとビューポイントを結
ぶ位置にあることが多く、非常に
印象の薄い視点場となりやすい。

NO.23
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Group A

景観タイプ景観タイプ景観タイプ景観タイプ ：：：： Type5～～～～9
距離景距離景距離景距離景 ：：：： 中遠距離景中遠距離景中遠距離景中遠距離景

特徴特徴特徴特徴：：：：平坦な地形で、道路両側平坦な地形で、道路両側平坦な地形で、道路両側平坦な地形で、道路両側
は草原が広がり、視界が開け見通は草原が広がり、視界が開け見通は草原が広がり、視界が開け見通は草原が広がり、視界が開け見通
しの良い景観である。各視点場かしの良い景観である。各視点場かしの良い景観である。各視点場かしの良い景観である。各視点場か
らは九重連山の山容を見ることがらは九重連山の山容を見ることがらは九重連山の山容を見ることがらは九重連山の山容を見ることが
でき、非常に開放感がある。でき、非常に開放感がある。でき、非常に開放感がある。でき、非常に開放感がある。

Group B

景観タイプ景観タイプ景観タイプ景観タイプ ：：：： Type1～～～～4
距離景距離景距離景距離景 ：：：： 近距離景近距離景近距離景近距離景

特徴特徴特徴特徴：：：：起伏の激しい地形にある。起伏の激しい地形にある。起伏の激しい地形にある。起伏の激しい地形にある。
九重連山の山中にあるため、樹木九重連山の山中にあるため、樹木九重連山の山中にあるため、樹木九重連山の山中にあるため、樹木
により視界が遮られ、山容が見えにより視界が遮られ、山容が見えにより視界が遮られ、山容が見えにより視界が遮られ、山容が見え
ない場所も多い。ない場所も多い。ない場所も多い。ない場所も多い。

分節点分節点分節点分節点

分節点分節点分節点分節点
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・景観タイプ：GroupA
・距離景：遠中距離景
・道路進行方向：南南東～南南西
・道路周辺環境：草原地帯



可視不可視分析によって、九重連山の可視領域が明らかになっ
た。 やまなみハイウェイからよく見える山は、涌蓋山、泉水山、
沓掛山、扇ガ鼻、指山、星生山、三俣山、平治岳で、逆に全く
見えない山は稲星山、大船山、中岳であった。

九重連山の可視領域内で、やまなみハイウェイ上に51の視点場を
設け、そこから見える車窓景観を景観画像として抽出した。

景観画像を「空」「山」「草原」の３景観構成要素に塗り分けた占
有画像から、各景観構成要素の占有割合を抽出し、クラスター
分析にかけた。結果９つの景観タイプに分類された。

やまなみハイウェイのシークエンス景観は、遠距離景となる視点場
では景観タイプType5～9が、近距離景の視点場ではType1～4
が展開される。前者の視点場は概して平坦な地形にあり、草原が
開け見通しの良い景観となっている。対して、後者の視点場は起
伏の激しい地形にある。九重連山の山中にあるため、樹木により
視界が遮られ、山容が見えない場所も多い。

視点場27、39はシークエンス景観の分節点であると考えられる。

１）

３）

５）

４）

２）


